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通算 873号 2019年 7月 22日発行 

 

第 52 回全大教定期大会報告 

7月 13日に東京浅草の台東区民会館において、第 52回全大教定期大会が開催されました。

全大教に加盟する 78 単組のうち 57 単組が参加しました。冒頭に、中富中央執行委員長の挨

拶があり、現在の社会・政治・国際情勢、大学や高専、全大教が直面する課題について述べ

られました。その後、今年度の予算や運動方針など 11 の議案について、議論や採決が行われ

ました。議案の詳細については全大教のウェブページをご覧ください。 

今年度の活動方針についての議論から 3 つ報告したいと思います。 

 「経済財政運営と改革の基本方針 2019」（6 月 21 日閣議決定）に対する全大教の対応 

 この中で、「学長、学部長などを必要な資質能力に関する客観基準により、法律に

則り意向投票によることなく選考の上」とあり、大学自治への影響が大きいと考

えられる。これに対し、大学自治を維持するためには、時機を逸することなく声

明を出すなど、専門家としての全大教にしかできないことをすべき。 

 参議院選挙期間中に、特定の政党、政策の支持、不支持は出すべきではない。 

 中執は今回の選挙と絡めて出すことはしないが、いずれ行う、と述べた。 

 賃下げ訴訟の総括と意義 

 各訴訟については、全て司法の判断が出ており、残念ながら、単組側の主張は全

て認められなかったが、これらの裁判の総括を行わないと、求心力の低下を招く。 

 今後に役立てるため、当事者に各訴訟のまとめを依頼している。 

 中執は裁判の意義として、１）法人下での賃金決定方法の確認、２）現行の賃金

を守る、３）賃下げの際には訴訟も辞さない姿勢、４）組合の組織力を教職員に

示す、の 4 点を挙げた。 

 教員の裁量労働制 

 過重労働や自由な研究時間について各大学で議論がある。 

 中執は、まだ、モデルケースや方針などを出す段階ではないが、議論をする良い

機会であるので、意見を集約したい、と述べた。 

その他に、軍事研究、臨床医の過重労働・働き方改革、アンブレラ方式による法人統合、

アベノミクスに対する全大教の評価、附属学校の組合員加入の働きかけ、非常勤職員の無期

転換、地区総会の成立要件の緩和、SNS による情報発信について議論や情報共有が行われま

した。 
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全大教の財政状況は、各単組組合員の減少もあり、厳しいようです。近年は支出のスリム

化を図っており、今大会から 1 日日程開催への変更や、教研集会の隔年開催への変更、事務

所の移転が行われています。私は初めての参加となりましたが、会議の進行方法も工夫され

ており、1 日日程で議論に十分な時間とは言えないまでも、有意義な議論ができたと感じら

れました。（長谷川庸司） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

学長への挨拶の報告 

 

新執行部の発足に伴い、７月２日に渡辺委員長、大木事務局長が学長のところへ挨拶をし

に訪問しました。 

冒頭、大木事務局長から挨拶をし、また、各出席者が簡単に自己紹介をしました。大木事

務局長から、今年、組合で取り組む予定の課題（チェックオフに向けての規程の整備など）

について説明をしました。学長からは、信州大学は国立大学法人であるため、国の法律に従

っていかなければいけないとの話があり、大木委員長から、組合の方でも関連する法律につ

いて勉強していかなければならないとの返答をしました。その他、同席していた武田理事か

ら、無期転換や、先日の即位日等休日法に伴う特別休暇措置について話がありました。今回

は挨拶が目的での訪問でしたので、学長を初めとする大学当局側と組合側とで、和やかに話

すことができました。（渡辺 真志） 
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